
事故の概要（平成２６年度～令和６年度）
災害発生
年月日

発生時間
平成26年
8月20日

10時15分頃
平成26年
11月22日
2時54分頃

6
平成3１年
3月13日

13時40分頃
物損事故

とび・土工・コンク
リート

高欄部に設置していた養生シートを固定していた紐が強風により切れたことによ
り、シートが外れ、JR内房線軌道内下り線の架線に絡んだことにより、列車の運行
を停止させた。

4
平成3１年
2月2日

8時30分頃
墜落、転落 造園

水路脇、法面上に停車中の車のドアを開けようとしたところ、掴み損ね、転倒し、
法下まで転落し、負傷した。

5
平成3１年
2月15日

9時40分頃
墜落、転落 調査

人孔内の中間スラブ上での写真撮影中に、中間スラブの昇降用の開口部から下
層の中間スラブへ転落した。

高さ３ｍ程度のｿﾒｲﾖｼﾉの枝を剪定し,次点の枝に移動しようと梯子から降りる際、
２ｍ程度の高さで足を踏み外し墜落した。

3
平成30年
12月7日

13時00分頃
物損事故

とび・土工・コンク
リート

鋼矢板の打設作業において、地下の汚水管を破損させた。現地の汚水管は台帳
と異なる経路で配置されていた。

1
平成30年
7月2日

15時20分頃
切れ、こすれ 造園

法面をロータリー式芝刈機で芝刈作業をしていた。傾斜が急なところで、芝刈機
が下がってきたため、作業体勢を戻すために、芝刈機本体を押し上げようとした
が、ハンドルが前方に上がったことにより、ロータリー刃がむき出しになりロータ
リー刃のカバーに足をかけて押さえようとしたところ、右足がロータリー刃に接触
し、負傷した。

2
平成30年
11月21日

14時45分頃
墜落、転落 造園

4
平成29年
8月25日

13時00分頃
墜落、転落 土木

消化タンク棟接続部の鉄筋組立時、内足場２段目開口部（一時的に階段撤去）か
ら1段目に作業員が落下した。

5
平成30年
2月24日

1時00分頃
火災 建築

庇周辺のパネル溶接作業中に、溶接火花により階下の倉庫（モノレール千葉駅
舎内）内の荷物に引火し火災が発生した。

現場横の置き場内において、敷鉄板に生じた段差を直すため、バックホウのアー
ムのフックに吊り金具を取り付け、敷鉄板を吊り上げた状態で、下の端太角を撤
去しようとしたところ、端太角を持っていた作業員の両手の上に敷鉄板が落下し
た。

3
平成29年
7月7日

13時50分頃
破裂 土木

人孔築造施行中、立抗ケーシング切断の為、酸素ボンベに圧力調整器を取り付
け、コックを開いたところ圧力調整器のガラス等が飛び散り作業員が負傷した。

1
平成29年
5月6日

13時40分頃
墜落、転落 建築

床スラブを斫り、発生材を昇降口屋上（地上約３．５ｍ）から校舎1階昇降口脇に横
付けしたコンテナに投下していた際に、作業員がバランスを崩し、昇降口屋上か
ら昇降口壁とコンテナ間の犬走り部分に落下した。

2
平成29年
5月9日

8時20分頃
飛来・落下 土木

4
平成28年
8月7日

17時30分頃
飛来・落下 設備工事

冷暖房機取付用の架台（（受枠）約90kg）をチェーンブロックで吊上げた後、固定
用ナットを取り付けようとしたところ同架台を支えるアンカーが抜け落ち、約７０ｃｍ
下の足場板まで架台が落下し、従事していた作業員２名が足を挟む等負傷した。

5
平成29年
1月12日

15時38分頃
激突され 下水道

立坑内で既設雨水管（径1200）の一部を取り壊す作業を行っていたところ、近くに
いた作業員が立坑（ライナープレート）とバケットに挟まれ被災した。

搭乗式草刈機のキャタピラの交換作業中、剥き出しの駆動輪に足を挟んだ。

3
平成28年
6月28日

10時31分頃
墜落、転落 建築工事

被災者（スクラップ回収業者）は車両上部のクレーン運転台において積み込み作
業をしていたが、積荷の整理のため地上に降りようとした際、昇降ステップから足
を滑らせ地上に転落した。

1
平成28年
6月6日

13時35分頃
飛来・落下 解体

杭引抜作業に従事していたところ、地上へ引き上げた杭の杭頭部　Ｌ＝２．４ｍ
（重量　約680kg）が折れ、直下にいた作業員へ落下、衝突した。

2
平成28年
6月3日

10時50分頃
激突され 造園工

クスノキの剪定作業中、足を掛けていた枝が折れ４ｍの高さから墜落した。

3
平成27年
11月30日

11時25分頃
切れ、こすれ 建築工事

　手袋をして巾１５０ミリのコンクリート用合板を定置式丸ノコで切断加工中、切り残
しの部分を切断する際に、ハンマーの柄で板を押し込み、丸ノコに右手が接触し
た。

1
平成27年
8月31日

9時10分頃
墜落、転落 維持管理

施設内３階の消防設備（感知器）の点検をしていたところ、地下２階まで吹き抜け
ている送風機ダクト脇の開口部より転落した。

2
平成27年
9月1日

10時50分頃
墜落、転落 造園工

1 墜落、転落 維持管理
現場作業員が吐出管の清掃作業を実施していたが、マンホール内に入り、頭が
出る状態で作業を行っていたところ、誤って転落したと思われる。

2 交通事故（道路） ―
夜間作業にて区画線設置作業を実施し、作業終了後に保安施設の点検確認を
行っていた際に、加害者の運転する乗用車が保安施設に衝突し、乗用車により
引きづられた保安施設が交通誘導員に接触し負傷した。

年度 番号 事故の型 業種 事故の概要

H26

H27

H28

H29

H30



災害発生
年月日

発生時間
年度 番号 事故の型 業種 事故の概要

1
平成３１年
４月１０日

１６時３０分頃
交通事故 下水道

復旧箇所の一部が沈下（1.3×1.3×0.1m）し、被害者が運転していた原動機付自
転車が沈下箇所を通過した際、既設舗装との段差にハンドルをとられ転倒した。

2
令和元年
９月５日

２３時３０分頃
交通事故 下水道

片側交互通行の規制をかけていた工事現場へ向かって、自動車が接近してきた
ため、交通誘導員が制止を促したが　制止を無視し交通誘導員に衝突した。

3
令和元年
９月１４日

3時３０分頃
物損事故 舗装

重機（チップスプレッダ）回送の為、重機の積込を行っている際に、オペレーター
席の庇をNTT線に引っ掛け、NTT回線を断線させた。

4
令和元年
11月１８日

13時３０分頃
物損事故 建築

ポーチのコンクリート斫り時に騒音対策として設置していた、防音シートを付けた
移動式足場が風にあおられ、付近に停めてあった車両に転倒した。

5
令和元年
１１月２４日

１８時頃
交通事故 土木

取付管布設工事にて常温合材で仮復旧を行っていた箇所が、雨等の原因によ
り、剥がれ、轍ができてしまっており、自動二輪車で走行していた被害者が轍にハ
ンドルを取られ、転倒した。

6
令和元年
１２月３日

９時５０分頃
飛来・落下 土木

伐木作業を実施していた際に、伐倒木が予定外の方向に倒れ、付近で作業をし
ていた作業員に直撃した。

7
令和元年
１２月９日

９時頃
物損事故 道路

PC壁体の打設作業を行っていた際に、かまし材として使用していたヤットコが近
接施設の屋根の一部に接触し、変形した。

8
令和元年
１２月１１日
２時２０分頃

交通事故 下水道
片側３車線の道路のうち、中央部の一車線を交通規制し実施していた工事現場
にタンクローリーが衝突した。

9
令和２年
１月２９日
１８時頃

その他 下水道
被災者が本工事で築造していた立坑付近の歩道を通行中、歩道内に発生してい
た陥没箇所へ落下した。

10
令和２年
２月１２日
１８時頃

その他 舗装 被災者が歩行中、マンホールと舗装の擦り付け部約１ｃｍの段差に躓き転倒した。

1
令和２年
６月２７日

１５時３０分頃
墜落、転落 造園

剪定した枝が被災者の使用していた三脚に衝突。三脚から飛び降りた際に着地
に失敗し、右足関節を脱臼骨折した。

2
令和２年
７月１０日

１４時４０分頃
飛来・落下 造園

樹木の伐採作業中、伐倒木が想定外の方向に倒れ、付近で作業をしていた被災
者の頭部と胸部に接触した。

3
令和２年
８月１１日

１１時１０分頃
飛来・落下 管

既設天井配管の解体作業を作業員２人で行っていた。１人が脚立足場にて配管
切断作業を行い、　被災者は補助として地上で支えていた。配管（約1.8ｍ、約
70kg）の切断後に重さを支えきれなくなり、被災者の右足親指に配管が　落下し
骨折した。

4
令和２年
９月１日

９時５０分
物損事故 舗装 道路掘削時に、既設水道管をバックホウで破損し、数世帯が断水した。

5
令和２年
９月１６日

１３時５０分
飛来・落下 管 配管のねじ切り作業の準備中に、受け台から配管が作業員の左手に落下した。

6
令和２年

１１月２１日
１１時４５分

物損事故 土木 路面の掘削時に、既設給水管を破損させた。

7
令和２年

１２月１１日
１３時１０分

墜落、転落 建築 フェンスを乗り越える際にバランスを崩し、転倒した。

8
令和２年

１２月１４日
１０時３５分

はさまれ・ 巻き込まれ 舗装 後退してきたバックホウが作業員の左足を轢いた。

9
令和３年
１月７日

１３時５０分
物損事故 土木

施工区域に隣接した片側交互通行区間を自家用車にて走行中、工事規制帯の
フェンスが暴風で倒れ、車両と接触した。

10
令和３年
２月１６日

１１時１０分
墜落、転落 造園

高所作業車にて樹木の剪定作業中をしていたところ、剪定した枝が接触し、高所
作業車から落下した。

R1

R2



災害発生
年月日

発生時間
年度 番号 事故の型 業種 事故の概要

1
令和３年
４月２８日

１０時３０分
物損事故 土木 路面の掘削時に、既設給水管を破損した。

2
令和３年
５月１８日

１４時００分
はさまれ・ 巻き込まれ 建築

ブレーカー（１０ｋｇ）を使用した躯体のアゴを斫る作業中にノミが滑りノミ先端が右
足甲に当たり負傷した。

3
令和３年
５月２８日

１４時５０分
物損事故 土木 路面の掘削時に、既設給水管を破損した。

4
令和３年
７月１５日

１５時３０分
切れ、こすれ 造園

ヘッジトリマーを使用し低木刈込中に、機械に絡んだツルを除去しようとしたとこ
ろ、誤って右手小指を切傷した。

5
令和３年
８月１８日

１５時３０分
その他 土木 現場作業中に熱中症による立ち眩みにより、救急車にて搬送された。

6
令和３年
８月２４日

１４時００分
はさまれ・ 巻き込まれ 管

撹拌機の電源コードの絡まりを除去する際に、手を巻き込み小指の第２関節より
上部を切断した。

7
令和３年
９月６日

１３時３０分
物損事故 土木

拡幅部の路盤工を実施する前に、作業ヤードを確保するため、現地に置いてい
たフレコンパックをバックホウで移動した際に、バックホウの排土板が路盤面より、
１５ｃｍ高かったガス蓋に接触し、ガス蓋に取り付けられている立上り管を変形、破
損させた。

8
令和３年
９月８日

８時３０分
物損事故 土木 バックホウにてコンクリート殻積込時に旋回をしてＮＴＴ通信線と接触し切断した。

9
令和３年
９月２８日

１０時００分
激突 建築

被災者が可燃ごみをコンテナから搬出するために足場を通過した際に、足場の
端部に頭部が衝突し、頭頂部を裂傷した。

10
令和３年
１１月１日

１４時００分
物損事故 建築

土工事の作業終了後の撤収時に、油圧ショベル（バケット容量０．３㎥）を旋回し、
アーム部分が管理詰所の屋根に衝突した。

11
令和３年

１１月３０日
１１時００分

物損事故 建築
既存といの撤去作業中に、撤去したといを落下させてしまい、窓ガラスを破損させ
てしまった。

12
令和４年
２月１８日

１５時５５分
転倒 土木

生コン車へつながる配管が転倒し、被災者の背中に激突、その弾みで転倒し左
膝を負傷した。

13
令和４年
２月１９日
８時５０分

墜落、転落 土木 介錯ロープがはずれ被災者が後方に転倒した弾みで前腕を受傷した。

14
令和４年
３月３０日

１０時１０分
物損事故 土木 掘削作業中にバックホウのバケット先端が水道取出し管を引張り損傷した。

1
令和４年
５月２１日

１３時４５分
物損事故 土木

浄水場内の配水管切回しのため、人力及びバックホウを併用して掘削作業を行っ
ていたところ、埋設されていた水道給水管をバックホウのバケットにより破損させ
た。

2
令和４年
６月１日

１０時５５分
物損事故 土木

既設水路の撤去作業の前段として、車道部の舗装を剥がす際、水道管（φ７５ ・
土被り２５ｃｍ 、防護 コンクリート ・土被り５ｃｍ を 圧砕機で破損させた。

3
令和４年
８月２３日

１２時２０分
転落 土木

街路灯の移設作業において、移設先の開口部に作業員が転落し、移設中の照
明柱基礎と作業員の左肩が接触し、骨折した。

4
令和４年
９月１２日

１１時３０分
転倒 定期修繕

焼却炉定期修繕作業における足場解体で、足場材の運搬時に躓いて転倒し、積
上げた足場材及び床面に右肩を強打した。

5
令和３年
８月１８日

１５時３０分
飛来 土木

立坑下部の埋戻し完了後、2 段目土留め解体作業で被災者がコーナーピースを
取外そうとして、弾けたコーナーピースが左胸部に当たって打撲した。

6
令和５年
１月２６日

１０時１５分
物損事故 土木

側溝敷設の前段として土砂掘削をした際に、水道管（φ２０・土被り６０ｃｍの宅内
引込管）に気付かず、バックホウで水道管を破損させた。

7
令和５年
２月１０日

１１時００分
転落 造園

公園樹木の剪定を行っていたところ、落ちた枝が三脚脚立にあたり、脚立（３.５
ｍ）が倒れ、１.６ｍの高さから地面に体の左側から転落し、手首等を負傷した。

8
令和５年
３月３日

７時５０分
転倒 建築

詰所前の階段を降りようとした際、階段踏面が凍っていた為、滑って転倒した。転
倒した際、右脇腹と左肩を打った。
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災害発生
年月日

発生時間
年度 番号 事故の型 業種 事故の概要

1
令和５年
４月４日

１０時００分
物損事故 土木

側溝改良工事に伴う試掘作業中に、埋設シート表示箇所から４５ｃｍ離れ、５５ｃｍ
浅い箇所に水道管が埋設されており、掘削作業中のバックホウのバケット先端
が、水道引込管に接触し損傷した。

2
令和５年
４月１４日

１４時１０分
物損事故 土木

護岸工事における玉掛作業中、アームを伸ばしたバックホウがバランスを崩し、隣
接する橋梁の主桁下フランジに接触し損傷させた。

3
令和５年
４月27日

１５時１５分
高温のものとの接触 設備管理

点検作業に伴い汚泥焼却炉の珪砂抜き取り作業中に閉塞物の除去する為、点
検口から取り出す作業をしていた時に点検口から高温の珪砂が吹き出し、顔・首・
手首に軽度のやけどを負った。

4
令和５年
５月１9日
８時２５分

物損事故 電気
照明柱基礎埋設の為、オーガ掘削した際、ドリルがNTT通信ケーブルのエフレッ
クス防護管に接触し、損傷した。

5
令和５年
５月３０日

１６時００分
物損事故 植栽管理

片側2車線の中央分離帯において芝刈作業中、飛び石により通行車両後部座席
ガラスを破損した。

6
令和５年
６月８日

９時４０分
物損事故 建築

屋上の工作物解体工事において、鉄骨のガス切断作業中に、養生シートの隙間
から火の粉が地上部に落下し、１階付近で火災が発生し、ガラスを破損した。

7
令和５年
６月１６日

１６時３０分
物損事故 土木

側溝改良工事に伴う埋戻し作業中にバックホウが民地に引き込まれていた架空
線を切断した。また、架空線が接続されていたアパート壁も破損した。

8
令和５年
６月2６日

１１時２０分
転倒 設備管理 設備補修作業中に開口部に足を取られ転倒し、右腕上腕部を床に強打した。

9
令和５年
６月2８日

１５時４５分
転倒 建築

作業場所から昇降設備に行く途中に、耐圧コンクリート上で滑り転倒し、右手薬指
と小指を鉄筋にぶつけた。

10
令和５年
６月３０日

１１時３０分
物損事故 草刈委託 市道の草刈作業中、飛び石により通行車両フロントガラスを破損した。

11
令和５年
７月１０日

１４時１０分
熱中症 防食

超高圧水処理による劣化部除去作業において、防護用合羽及び防護マスクを着
用し作業中に熱中症を発症した。

12
令和５年
７月１０日

１０時３０分
もらい事故 道路清掃 委託

作業車を路肩に停車させて、清掃作業中に25ｔクレーン車が追突し、作業車が横
転し、作業員が負傷した。

13
令和５年
７月１１日

１６時３０分
物損事故 土木

道路改良工事に伴う掘削部の凹凸個所を整正作業中にバックホウのアームが宅
内引き込み用架空線に接触し、切断した。

14
令和５年
７月１９日
９時３０分

指の巻き込まれ 設備
天井スラブに室内機の釣りボルト用のアンカー施工中に、アンカーを下穴に誘導
する為、手で支えていたところ、別の作業員がアンカー打ち込み用ドリルの作動
し、回転に巻き込まれて、左手を負傷した。

15
令和５年
７月21日

11時１０分
転倒 設備 建物位置の確認の為、張っていた水糸に歩行者が足を引っ掛けて転倒した。

16
令和５年
８月１７日
1５時２５分

切れ・こすれ 設備
昇降設備機械室内で既存ワイヤースリーブを電動サンダーにて切断中、向きを変
えようとしたところ、左手甲を切創した。

17
令和５年
８月２３日
９時３０分

激突 建築 現場内、内部足場上を移動中に左膝を足場支柱にぶつけた。

18
令和５年
９月９日

９時３０分
物損事故 草刈委託

片側２車線の歩道側植樹帯の草刈り作業中、通行車両の後部座席窓ガラスを飛
び石により破損した。

19
令和５年

１０月１１日
８時４０分

物損事故 土木
タイヤローラを資材置場から施工現場へ搬送する為、回送車に積み込む際に、
車止めに気づかず接触し破損させた。

20
令和５年
１１月１日

１４時３０分
物損事故 解体

バックホウを移動しにプラを地面に下し駐機しようとした際に、アームが電柱と電
柱に掛けた道路上5ｍ上の支線に接触したことに気付かず、支線を下方に引っ張
た為、電柱をおってしまった。

21
令和５年

１２月１４日
１４時３０分

転落事故 設備工事
重力濃縮槽内で機器の据え付け作業を行っていた際に、据え付けた機器の鉄骨
部部から3m下の槽底部に転落した。

22
令和５年

１２月１５日
１０時４０分

物損事故 解体
旧本庁舎解体中に、最上階立ち上がり部PC板がユニットごと落下し、衝撃でガラ
が飛び跳ね、市民駐車場の来庁者の車のボンネットに接触し破損した。、

23
令和５年

１２月２６日
１３時５０分

転倒 建築
体調不良を隠して、コンクリート打設作業していた作業員が、梁鉄筋上から2.5ｍ
の底版に転落し。但し、ﾌﾙﾊｰﾈｽ安全帯を装着していた為、宙刷り状態となった。
その際型枠押えの横引きパイプに右足首をぶつけて骨折した。

24
令和６年
1月１0日

１１時３０分
物損事故 土木

NTT架空線上部の幹及び枝をチェーンソーで切り落とす際に、架空線に絡んで
いた枝が跳ね上がった為、宅地分配用NTTケーブルに刃が当たり破断した。

25
令和６年
1月29日

１０時１４分
骨折 建築

敷鉄板を降ろした際に玉掛けがフックから外れ、荷ブレ防止補助作業していた作
業員の左足が、倒れた鉄板に挟まれて骨折した

26
令和６年
２月27日
９時１０分

転倒 工事
道路中央に配置していた木枠に躓き転倒しアスファルト舗装に打ち付け、両手両
膝を負傷した。

27
令和６年
２月２６日

１５時４５分
物損事故 植栽管理

高所作業車で選定作業中に、切り枝が近接民家側に落下したので、急いでバ
ケットを移動させた為、死角にあった街路灯に接触し、灯具を損傷させた。
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28
令和６年
３月７日

１４時３０分
物損事故 土木

歩道段差解消工事に伴う舗設施工中、ダンプトラック荷台のAs合材をバックホウ
で運び出そうとした際に、オペレータ－の不注意により、地上から5ｍ位置にあっ
たNTT架空線の民地への引込線を切断した。

29
令和６年
３月１６日

１８時００分
物損事故 設備

２階天井に敷設した冷温水配管水圧試験後の水抜き排水を既設空調用ドレン管
に放流したところ、末端が閉塞していた為、当該排水が逆流し、１階天井内設置
のファンコイルユニットドレン管から漏水し、階下の電子機器等水損させた。

1
令和６年
4月13日
16時10分

物損事故 設備
空調設備工事において、冷却水配管を更新し、既設配管に接続後、冷却水配管
の水圧試験を実施したところ、天井内既設配管部から漏水し、市民用の閲覧資料
を水損させた。

2
令和６年
4月20日
15時30分

転倒 建築
現場事務所から場内駐車スペースまで、鉄板通路上(ヘルメット着用を要しない区
域)を歩行中、鉄板段差に躓き転倒、右腕肘付近が敷鉄板の角にぶつかり切創し
た。

3
令和６年
4月26日
10時00分

物損事故 土木
既設人孔周辺の坑口部に薬液注入工を行うため、削孔管により削孔したところ、
水道管を貫通し、破損させた。

4
令和６年
5月5日

15時30分
飛来・落下 設備

扉を開閉させるための重りと扉を繋ぐワイヤーを交換後、ワイヤーの長さを調整す
る際に、、ワイヤーに付属のターンバックルが外れ、上層の作業員の両手の上に
重りが落下し、両手を負傷した。

5
令和６年
5月13日
14時00分

切れ・こすれ 設備
カッターナイフを使用し、ＰＦ管（合成樹脂可とう電線管）を切断しようとした作業員
が、左手人差し指を切創した。

6
令和６年
6月14日
16時00分

激突 ―
被災者が公園内で遊んでいた時に工事用仮設バリケートの横方向に突出した支
持材（単管パイプ）に左上瞼が接触し、負傷した。

7
令和６年
6月21日
16時25分

転倒 建築
ＤＷ(デープウェル)配管盛替え作業中に、足元のぬかるみでバランスを崩し転倒
し、右手首を捻った。

8
令和６年
7月2日

10時00分頃
物損事故 土木

路面沈下箇所の原因究明(試掘調査)のためにバックホウで掘削中、水道の引込
管を損傷させた。

9
令和６年
7月8日
8時5分

切れ・こすれ 設備
溶接用仮止めボルトが、溶接スパッタより取り外せなくなったため、ボルトの切断
作業を実施し、グラインダーが跳ね、刃が左腕に接触し挫創した。

10
令和６年
7月12日
10時00分

切れ・こすれ 塗装
スクレーパーを刃が上向きの状態でペール缶に入れ、現場内に運び、作業開始
場所に置いていた。その後、作業中にしゃがんだ際に、ペール缶から飛び出てい
たスクレーパーの刃に接触し、左臀部を切創した。

11
令和６年
7月16日
15時50分

重機 土木
被災者が舗装復旧の表層の転圧作業を行っていたところ、バックホウのオペレー
ターが右キャタピラ付近に居た被災者に気付かずに、バックホウを前進させた結
果、キャタビラが右足首に乗り上げ、負傷した。

12
令和６年
7月16日
13時30分

物損事故 土木
道路法面の草刈をしていたところ、蔦が絡みつき垂れ下がっていたNTTの引込線
を刈払機で切断した。

13
令和６年
7月24日
10時30分

転倒 設備
水路上の通路を移動中に右足を踏み出したところ、グレーチングが受枠からずれ
ていたため傾き、バランスを崩して横方向にあった柵に右肩をぶつけ、負傷した。

14
令和６年
8月6日

12時50分
転倒 ―

両側２車線の道路の片側１車線を規制し、車道の舗装(表層工)を実施する前の
上層路盤工の転圧作業をしていたところ、歩行者が作業帯に侵入・転倒し、右手
首を骨折した。

15
令和６年
8月8日

時間不明
物損事故 造園

街路樹内の草刈作業時に小石等が飛散し、沿道店舗駐車場の車両の窓ガラスを
破損させた。

16
令和６年
8月30日
11時30分

切れ・こすれ 設備
朝から溶接作業に従事。１０時の休憩時に左目に違和感があったが痛みが無い
ため、引続き作業に従事した。その後、目をこすった際、鉄粉が左目角膜に刺さ
り、目が腫れた。

17
令和６年
9月7日
9時00分

はさまれ・ 巻き込まれ 土工 杭を荷卸しする際に、既に卸してあった杭との間に右足を挟まれ骨折した。

18
令和６年
9月7日

10時00分
物損事故 舗装

車両片側交互通行中に交通誘導員が、車両を誘導した際、想定以上に端に寄っ
てしまい、ガードパイプに接触させた。

19
令和６年
9月10日
9時50分

飛来・落下 鉄骨工
鉄骨軸ブレースの仮ボルトを本ボルトに入れ替える作業で使用しているクサビ（割
矢）を外そうとハンマーで叩いたところ、クサビが飛び跳ね左手親指に当たり、負
傷した。
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20
令和６年
9月20日
13時30分

熱中症 造園
草刈作業を１３：００に開始したところ、１３：３０頃、被災者が全身のしびれ・硬直を
訴えた。このため救急車で病院に搬送したところ、熱中症を発症したとの診断を
受けた。

21
令和６年
9月25日
16時50分

転倒 鍛冶工
翌日の作業準備のため、プラント架構の梁上を通行していた際、前方の柱タラッ
プへ安全帯を架け替えるために、右足を小梁に乗せようとしたが踏み外し、梁に
右脛をぶつけ打撲した。

22
令和６年
10月7日
10時40分

物損事故 造園
高さ３～４ｍ程度の直登り作業で街路樹を剪定していた際、プラタナスが大きく繁
茂し、視認性が悪い状態の中で作業を行っていたところ、光ケーブルに剪定ばさ
みの刃が入り損傷させた。

23
令和６年
10月22日
1時00分

物損事故 土木
取り壊した既設側溝をバックホウで殻運搬車に積込みしていた際、側溝直下に埋
設されていた水道供給管を1本破断させた。

24
令和６年
11月14日
10時50分

転倒 ―
工事区間に面したコンビニエンスストアに向かっていた歩行者が、急に方向転換
し、カラーコーンのみの区間から作業ヤード内に侵入し、転倒した。

25
令和６年
11月15日
14時18分

激突 さく井工
ＤＷ(デープウェル)配管に玉掛けワイヤーを掛け、クレーンで引き抜き作業中、吊
元の配管接手が外れ、部材が顔に当り、口元を切傷した。

26
令和６年
11月26日
11時00分

転倒 鳶工
内部足場の解体作業を行っていた際、階段上部の足場の床板を外そうとしたとこ
ろ、バランス崩しし、尻もちをついた時に左太ももを裂傷した。

27
令和６年
12月11日
10時40分

もらい事故 交通誘導員
片側交互通行にて歩道の土留めを施工していたところ、通行車両（オートバイ）が
交通誘導員に気付かず接触し、交通誘導員が被災した。

28
令和６年
12月24日
15時15分

物損事故 造園
緑地（斜面地）の樹木伐採作業中に、高所作業車上の作業員（原因者）が伐採幹
を地上に落下させた際、落下した伐採幹が跳ね上がり緑地に隣接する防火水槽
の外周金網フェンスに接触し破損させた。

29
令和６年
12月26日
10時50分

激突 鳶工
配管運搬作業中の4トントラックとバリケードの移動を終えた被災者が接触し、鎖
骨と肋骨を負傷した。

30
令和７年
1月8日

11時30分
激突 鳶工

転倒防止対策の単管パイプ取外しを失念したまま制御盤を移動させようとした際
に、倒れてきた単管パイプで左足を負傷した。

31
令和７年
1月28日
15時00分

切れ・こすれ 設備
塗料を撹拌機にて撹拌後、撹拌機を停止し付着した塗料を落とす為、電源スイッ
チを切り、撹拌機を振った際、攪拌ブレードが回転し、握っていた軍手が巻き込ま
れ左手親指を受傷した。

32
令和７年
2月15日
9時20分

切れ・こすれ 鳶工
ケーブルトレイを吊るためのボルトの余りを切断中、電動工具を支えていた左手が
滑ってしまい左手小指に電動工具の刃が当たり負傷した。

33
令和７年
2月18日
16時42分

切れ・こすれ 塗装
2号薬品供給ホース切断時にグラインダーの刃が補助作業者の右手に当たり第
二指を切創した。

34
令和７年
2月27日
11時30分

物損事故 造園
緑地内の樹木伐採に伴い、架空線（NTT光回線）に登はんした植物の弦を除去し
ようと引っ張ったことで、線を断線させた。

35
令和７年
3月21日
15時00分

物損事故 造園
JR高架沿いのクヌギ2本の伐採作業中、高架の擁壁より外側になるJR東日本が夜
間修繕時に使用する照明の配線に枝が引っ掛かり、断線させた。
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